
特
別
記
事内

山
秀
夫
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

特別記事

　
内
山
秀
夫
君
が
こ
の
度
博
士
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
論

文
題
目
は
、
「
比
較
政
治
の
方
法
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
り
、
そ
れ

に
関
す
る
主
論
文
と
し
て
『
比
較
政
治
考
』
（
一
九
九
〇
年
）
、
副
論

文
と
し
て
『
政
治
と
政
治
学
の
あ
い
だ
』
（
一
九
九
八
年
）
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
論
文
題
目
の
「
比
較
政
治
の
方
法
に
関
す

る
研
究
」
の
主
題
と
論
者
の
比
較
政
治
論
の
絶
え
ざ
る
展
開
の
試
み

に
照
ら
し
て
主
論
文
の
『
比
較
政
治
考
』
を
中
心
に
し
つ
つ
も
、
副

論
文
に
も
言
及
し
て
審
査
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
e
　
論
文
構
成

　
内
山
秀
夫
君
に
よ
る
主
論
文
『
比
較
政
治
考
』
は
大
部
な
も
の
で

全
部
で
一
八
章
か
ら
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
論
文
構
成
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
1
　
現
代
政
治
学
の
成
立
と
展
開

　
　
H
　
政
治
的
近
代
化
の
理
論
と
問
題

XVXWX皿皿）qXDくWHVIIVIVIVIII
政
治
発
展
の
概
念
と
そ
の
分
析
方
法

政
治
文
化
概
念
の
成
立
と
展
開

政
治
文
化
と
政
治
変
動

政
治
に
お
け
る
発
展
と
統
合

現
代
政
治
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
展
開

政
治
体
系
分
類
論
と
発
展
弁
証
法

社
会
主
義
体
制
の
比
較
研
究
－
方
法
論
的
序
説
ー

参
加
民
主
主
義
論
序
説

参
加
と
動
員
の
政
治
動
学

政
治
参
加
と
現
代
政
治
学

戦
後
世
界
の
組
み
替
え
ー
一
つ
の
試
論
－

国
家
と
民
主
主
義
の
現
在

開
発
と
民
主
主
義
は
両
立
可
能
か
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皿
ま

た】㎝）㎝
、

政
治
社
会
の
構
造
変
化
ー
イ
ン
タ
レ
ス
ト
社
会
か
ら
二
ー
ズ
社

会
へ
ー

文
化
政
治
論
へ
の
構
想

民
族
再
考
ー
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
学
序
説
ー

副
論
文
『
政
治
と
政
治
学
の
あ
い
だ
』
の
論
文
構
成
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
沖
縄
の
友
へ
の
手
紙
1
「
ま
え
が
き
」
に
代
え
て
1

　
　
1
章
　
政
治
学
の
方
向

　
　
2
章
　
政
治
文
化
ー
シ
ス
テ
ム
と
人
間
を
つ
な
ぐ
も
の
1

　
　
3
章
　
政
治
学
に
お
け
る
科
学
と
価
値

　
　
4
章
　
高
齢
化
社
会
の
政
治
と
デ
モ
ク
ラ
シ
i
l
そ
の
可
能
性
に
つ

　
　
　
　
い
て
ー

　
　
5
章
　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
政
治
学
ー
一
つ
の
政
治

　
　
　
　
学
論
1

　
　
6
章
　
現
代
世
界
と
政
治
理
論

　
　
7
章
　
幻
影
よ
、
さ
ら
ば

　
8
章
　
政
治
－
人
間
の
人
間
的
利
用
の
た
め
に
1

　
9
章
　
国
家
民
主
主
義
か
ら
生
命
民
主
主
義
へ

　
理
論
と
現
代
史
の
は
ざ
ま
に
立
っ
て
i
「
あ
と
が
き
」
に
代
え
て
ー

　
口
　
本
論
文
の
内
容
要
旨

　
主
論
文
の
『
比
較
政
治
考
』
は
全
一
八
章
、
副
論
文
の
『
政
治
と

政
治
学
の
あ
い
だ
』
は
九
章
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
逐
次
章

を
追
っ
て
内
容
要
旨
を
検
討
し
て
い
く
報
告
は
せ
ず
に
、
本
博
士
論

文
の
論
者
が
題
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
比
較
政
治
の
方
法
に
関
す

る
研
究
」
と
い
う
問
題
設
定
と
そ
れ
に
対
す
る
論
者
の
考
究
を
中
心

に
し
て
み
て
い
き
た
い
。

　
本
論
文
に
一
貫
し
て
貫
か
れ
て
い
る
研
究
姿
勢
は
、
「
比
較
研
究
」

「
比
較
政
治
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
姿
勢
で
あ
る
。
何
故
に
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
「
比
較
研
究
」
「
比
較
政
治
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
比
較
研
究
は
ま
さ
に
政
治
学
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」

「
そ
の
持
続
の
た
め
に
は
、
比
較
研
究
は
政
治
学
に
養
分
と
刺
激
を

つ
ね
に
送
り
こ
む
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
政
治
学
が
つ
ね
に

み
ず
か
ら
自
己
否
定
す
る
だ
け
の
強
靱
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
表
明
し
た
の
が
運
動
と

し
て
の
《
行
動
科
学
以
後
の
革
命
》
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
」

（
『
比
較
政
治
考
』
（
以
後
『
考
』
と
省
略
）
、
二
二
二
頁
）
。
戦
後
日

本
に
お
い
て
も
っ
と
も
活
動
的
な
現
代
政
治
学
者
の
ひ
と
り
と
し
て

果
敢
に
論
陣
を
張
り
現
代
政
治
学
の
地
平
を
切
り
開
い
て
き
た
論
者

の
基
本
的
な
問
題
意
識
と
研
究
姿
勢
が
如
実
に
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
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る
。
こ
こ
で
は
、
大
き
く
（
1
）
現
代
政
治
学
の
成
立
と
展
開
、

（
1
1
）
現
代
政
治
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
展
開
、
（
皿
）
現
代
政
治

学
の
新
た
な
模
索
と
方
向
　
に
分
け
て
内
容
要
旨
を
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

　
（
1
）
現
代
政
治
学
の
成
立
と
展
開

　
『
比
較
政
治
考
』
の
前
編
は
こ
の
研
究
課
題
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

制
度
論
や
機
構
論
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
伝
統
的
な
政
治
学
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
人
間
の
行
動
」

を
基
軸
に
し
た
新
し
い
社
会
科
学
と
し
て
の
行
動
科
学
に
集
約
し
て

い
く
な
か
で
、
政
治
学
が
政
治
行
動
論
と
し
て
出
発
し
て
い
く
動
き

を
ま
ず
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六

〇
年
代
に
お
い
て
、
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
政
治

行
動
論
か
ら
行
動
科
学
的
政
治
学
へ
ー
O
o
一
置
8
一
箒
鼠
≦
o
冨
日

か
ら
℃
o
一
置
o
巴
冨
訂
≦
o
轟
房
ヨ
ヘ
ー
と
方
法
論
的
・
認
識
論

的
に
着
実
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
論
者
は
、
こ
の
文
脈
で
行
動
科
学

的
政
治
学
が
、
R
・
A
・
ダ
ー
ル
の
い
う
「
行
動
科
学
革
命
」
の
内

容
を
深
め
、
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
、
G
・
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
、
D
・

E
・
ア
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
分
析
概
念
の
推
敲
過
程
を
経
て
、
政
治

的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
イ
論
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
投
票

行
動
論
、
政
治
参
加
論
な
ど
に
加
え
て
、
政
治
過
程
論
、
政
治
集
団

論
、
政
治
シ
ス
テ
ム
論
、
政
治
発
展
論
な
ど
に
対
象
領
域
を
拡
大
深

化
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
「
科
学
方
法
論
」
に
依
拠
し
て
、
現
代
政
治

学
が
成
立
し
展
開
し
て
い
く
動
き
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

代
政
治
学
の
動
向
と
軌
跡
は
、
現
代
社
会
学
に
お
け
る
T
・
パ
ー
ソ

ン
ズ
な
ど
に
代
表
さ
れ
た
行
為
の
一
般
理
論
化
や
構
造
口
機
能
主
義
、

シ
ス
テ
ム
理
論
の
展
開
な
ど
の
軌
跡
と
も
交
錯
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
論
者
は
、
一
九
六
〇
年
代
中
頃
の
初
出
論
文
で
あ
る
「
政
治
的
近

代
化
の
理
論
と
問
題
」
（
『
考
』
第
二
章
）
に
お
い
て
も
既
に
示
唆
し

て
い
た
よ
う
に
、
故
キ
ン
グ
牧
師
ら
に
よ
る
黒
人
の
公
民
権
運
動
、

「
第
三
世
界
」
の
歴
史
的
経
験
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
少
数
民
族
問
題
な

ど
の
新
た
な
人
間
世
界
の
拡
大
と
挑
戦
の
動
き
に
照
ら
し
て
、
「
行

動
科
学
革
命
が
ま
だ
完
了
し
な
い
中
に
」
「
行
動
科
学
以
後
の
革
命
」

（
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
）
を
嗅
ぎ
分
け
て
い
る
。
論
者
は
、
一
九
七
〇

年
代
前
後
に
著
書
『
政
治
発
展
の
理
論
と
構
造
』
（
一
九
七
二
年
）

の
な
か
で
、
「
こ
の
状
況
で
の
行
動
科
学
的
政
治
学
が
、
い
ず
れ
は

対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
、
日
価
値
の
問
題
、
口
歴

史
の
問
題
、
日
量
化
の
問
題
、
四
経
験
的
政
治
研
究
と
一
般
理
論
へ

の
統
一
の
問
題
、
㈲
経
験
的
政
治
学
と
思
索
の
問
題
」
を
い
ち
早
く

指
摘
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
従
来
の
「
比
較
政
治
機
構
論
」
の
領
域

を
中
心
と
し
た
比
較
政
治
論
に
み
ら
れ
る
狭
い
経
験
的
基
盤
と
限
定

さ
れ
た
理
論
構
成
過
程
の
制
約
、
更
に
行
動
科
学
的
政
治
学
、
行
動

科
学
以
後
の
革
命
の
動
向
と
そ
の
批
判
的
考
察
を
軸
に
し
て
、
論
者
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の
歴
史
に
お
け
る
人
間
世
界
の
拡
大
と
挑
戦
に
と
も
な
う
政
治
現
象

の
把
握
に
相
応
し
い
分
析
概
念
の
探
究
と
理
論
構
築
の
試
み
が
展
開

さ
れ
て
い
く
。

　
『
比
較
政
治
考
』
の
第
二
章
の
近
代
化
と
政
治
的
近
代
化
の
概
念
、

政
治
的
近
代
化
理
論
の
諸
問
題
、
第
三
章
の
政
治
発
展
と
制
度
化
論
、

政
治
変
動
と
政
治
体
制
、
第
四
章
の
「
政
治
文
化
概
念
の
成
立
と
展

開
」
、
第
五
章
の
政
治
文
化
と
政
治
変
動
、
第
六
章
の
歴
史
と
し
て

の
発
展
と
統
合
、
政
治
に
お
け
る
秩
序
と
変
動
の
論
究
は
、
論
者
が

現
代
政
治
学
の
動
向
の
な
か
で
多
く
の
現
代
政
治
学
者
に
よ
る
分
析

概
念
や
理
論
展
開
を
参
照
し
つ
つ
、
政
治
は
紛
れ
も
な
く
「
人
間
の

い
と
な
み
」
で
あ
り
、
「
政
治
と
は
、
社
会
的
価
値
と
配
分
、
お
よ

び
そ
れ
を
め
ぐ
る
紛
争
と
そ
の
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
と
い
う

政
治
理
論
の
基
礎
に
立
っ
て
、
現
代
と
い
う
革
命
的
な
歴
史
状
況
の

も
と
で
変
動
と
秩
序
化
が
交
錯
し
続
け
る
「
政
治
に
お
け
る
理
念
と

制
度
の
緊
張
関
係
」
（
一
八
四
－
一
八
五
頁
）
を
理
論
的
に
考
察
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
1
1
）
現
代
政
治
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
展
開

　
『
比
較
政
治
考
』
の
中
編
で
は
こ
の
比
較
研
究
の
問
題
が
特
に
集

中
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
皿
章
「
現
代
政
治
学
に
お
け
る
比
較
研

究
の
展
開
」
に
お
い
て
論
者
は
、
現
代
政
治
学
の
行
動
科
学
以
後
の

革
命
の
な
か
で
も
中
心
的
な
論
点
と
さ
れ
る
、
C
・
E
・
ブ
ラ
ッ
ク
、

S
・
N
・
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
の
政
治
的
近
代
化
論
、
L
・

W
・
パ
イ
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ォ
リ
ス
な
ど
の
政
治
発
展
論
、

更
に
政
治
変
動
論
と
政
治
文
化
論
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
「
歴
史
と
し

て
の
現
代
」
に
お
け
る
政
治
現
象
、
政
治
状
況
を
理
論
化
す
る
作
業

に
集
中
し
て
い
く
。
「
政
治
変
動
は
、
政
治
体
系
が
何
ら
か
の
新
し

い
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
姿
勢
を

受
け
て
、
論
者
は
、
政
治
文
化
と
政
治
発
展
と
の
関
連
を
重
視
し
、

政
治
文
化
は
、
第
一
に
個
人
に
た
い
す
る
有
効
な
政
治
行
動
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
り
、
第
二
に
社
会
的
・
経
済
的
要
因

と
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
連
関
を
検
討
す
る
の
に
有
効
な
基

礎
を
与
え
、
第
三
に
は
発
展
の
問
題
に
か
ん
す
る
概
念
的
有
効
性
を

も
つ
と
い
う
観
点
か
ら
（
二
一
九
頁
）
、
政
治
文
化
と
政
治
変
動
を

関
連
づ
け
、
歴
史
と
し
て
の
現
代
に
お
け
る
人
間
の
価
値
や
規
範
、

理
念
の
問
題
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　
人
間
に
よ
る
「
意
味
の
あ
る
領
域
拡
大
の
要
求
」
と
し
て
の
政
治
、

政
治
体
系
の
何
ら
か
の
新
し
い
能
力
獲
得
過
程
と
し
て
の
政
治
変
動

を
考
え
る
な
ら
ば
、
従
来
の
よ
う
な
固
定
し
た
静
態
的
な
比
較
政
治

学
や
特
定
の
歴
史
観
、
発
展
論
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
変
動
状
況
を
把

握
し
得
な
い
と
し
て
、
論
者
は
従
来
の
比
較
政
治
学
か
ら
比
較
政
治

研
究
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
戦
後
の
現
代
政
治
学
の
特
性
づ
け
を
展

関
し
、
比
較
政
治
論
は
政
治
学
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
基
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底
的
構
想
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
比
較
政
治
研
究
は
、
政
治
現
象
の
行
動
主
義
的
や
精
緻
な
分
析
や

行
動
科
学
的
な
分
析
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
政
治
は
人
間
の
い
と

な
み
と
し
て
「
人
間
が
こ
れ
ま
で
確
定
ず
み
と
さ
れ
て
き
た
価
値
体

系
へ
の
疑
義
」
を
提
起
す
る
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
る
と
す
る
。
具

体
的
に
は
「
第
三
世
界
の
成
立
」
「
新
し
い
国
家
群
の
出
生
」
「
科
学

技
術
の
人
間
生
活
に
あ
た
え
る
革
命
的
変
革
」
な
ど
に
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
既
存
の
価
値
や
規
範
を
新
た
に
問
い
続
け
、
「
比
較
の
方

法
に
よ
る
自
己
検
証
」
（
一
九
一
頁
）
を
必
要
と
し
「
比
較
政
治
学

は
比
較
政
治
分
析
と
し
て
自
己
展
開
を
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
す
る
。
論
者
の
こ
う
し
た
比
較
政
治
研
究
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
姿
勢
か
ら
第
皿
「
政
治
体
系
分
類
論
と
発
展
弁
証
論
」
、
第
双

章
「
社
会
主
義
体
制
の
比
較
研
究
i
方
法
論
的
序
説
ー
」
が
展
開
さ

れ
て
い
く
。
第
皿
章
は
、
R
・
T
・
ホ
ル
ト
、
J
・
E
・
タ
ー
ナ
ー

編
『
比
較
研
究
の
方
法
論
』
を
取
り
あ
げ
て
主
に
F
・
W
・
リ
ッ
グ

ス
の
全
政
治
体
系
に
つ
い
て
の
体
系
分
類
論
と
発
展
弁
証
法
を
紹
介

し
た
も
の
で
あ
り
、
第
眠
章
は
社
会
主
義
政
治
体
制
の
比
較
の
問
題

に
関
し
て
、
社
会
主
義
体
制
の
比
較
分
析
と
（
社
会
主
義
を
も
含
め

て
）
政
治
体
制
の
比
較
分
析
、
全
体
主
義
モ
デ
ル
か
ら
比
較
モ
デ
ル

ヘ
、
革
命
社
会
の
比
較
枠
組
の
間
題
、
体
制
変
動
の
原
型
と
し
て
の

権
威
主
義
体
制
な
ど
が
論
じ
ら
れ
、
現
代
と
い
う
歴
史
的
時
点
に
お

い
て
は
〈
参
加
政
治
〉
と
〈
動
員
統
治
〉
を
軸
に
広
く
社
会
主
義
体

制
を
も
含
め
て
政
治
体
制
の
比
較
研
究
が
な
さ
れ
る
必
要
を
説
い
て

い
る
。

　
続
い
て
第
X
章
「
参
加
民
主
主
義
論
序
説
」
、
第
刃
章
「
参
加
と

動
員
の
政
治
動
学
」
、
第
皿
章
「
政
治
参
加
と
現
代
政
治
学
」
は
、

「
第
三
世
界
に
発
端
し
た
政
治
変
動
が
自
由
主
義
世
界
に
政
治
変
革

を
突
き
つ
け
、
さ
ら
に
は
社
会
主
義
世
界
に
お
い
て
も
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
拘
束
か
ら
の
離
脱
志
向
を
一
方
と
し
、
現
代
に
お
け
る
人
間

変
革
の
実
験
と
し
て
の
中
国
革
命
を
他
方
と
し
て
、
人
間
の
間
題
が

鮮
明
に
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
人
間
を
「
市
民
」
と
認
識
す
る
作
業

が
政
治
学
に
要
請
さ
れ
た
の
は
当
然
」
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら

（
三
八
一
頁
）
、
現
代
に
お
け
る
「
参
加
と
市
民
の
政
治
学
」
を
求
め

る
論
考
で
あ
る
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
人
間
の
生
活
原
理
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
政
治
原
理
で
あ
る
」
（
三
八
一
頁
）
と
い
う
認
識
を
深

め
て
い
く
。
第
皿
章
「
戦
後
世
界
の
組
み
替
え
ー
一
つ
の
試
論
ー
」

に
お
い
て
も
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
の
問
題
を
も
含
め
て
、
国
家
民

主
主
義
を
参
加
民
主
主
義
に
組
み
替
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

　
分
析
研
究
の
ひ
と
つ
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
比
較
は
よ
り
確
実
な

歴
史
認
識
と
歴
史
評
価
が
必
要
と
さ
れ
分
析
に
よ
っ
て
は
つ
く
さ
れ

な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
す
る
論
者
の
立
場
が
よ
り
鮮
明
に
さ
れ
、

179



法学研究72巻11号（’99＝11）

人
間
の
か
か
わ
る
政
治
的
世
界
の
空
間
的
・
時
間
的
な
比
較
研
究
の

展
開
が
志
向
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
論
者
の
こ
の
立
場
は
、
福

沢
諭
吉
の
い
う
「
そ
の
国
の
文
明
を
慕
う
こ
と
あ
ら
ば
、
よ
く
内
外

の
有
様
を
比
較
し
て
勉
む
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
」
「
も
し
】

　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
な

国
を
全
体
の
一
物
と
視
倣
し
て
他
の
文
明
の
一
国
に
比
較
し
、
数
十

年
の
間
に
行
わ
る
る
双
方
の
得
失
を
察
し
て
互
い
に
加
減
乗
除
し
、

　
　
　
　
　
あ
ら

そ
の
実
際
に
見
わ
れ
て
る
と
こ
ろ
の
損
益
を
論
ず
る
こ
と
あ
ら
ば
、

そ
の
誇
る
と
こ
ろ
も
の
は
決
し
て
誇
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
」

（
『
学
問
の
す
す
め
』
）
と
い
う
指
摘
に
も
重
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
（
皿
）
現
代
政
治
学
の
新
た
な
模
索
と
方
向

　
『
比
較
政
治
考
』
の
後
編
、
そ
し
て
『
政
治
と
政
治
学
の
あ
い
だ
』

（
一
九
九
八
年
）
の
論
考
で
は
、
現
代
政
治
学
の
新
た
な
模
索
と
し

て
、
論
者
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
政
治
学
と
政
治
、
人
間
の
視
点
よ

り
も
、
む
し
ろ
人
間
、
生
命
、
人
間
の
生
活
原
理
と
政
治
、
国
家
、

社
会
、
政
治
学
を
問
う
学
問
姿
勢
が
一
層
強
め
ら
れ
て
い
く
と
読
み

と
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
『
比
較
政
治
考
』
の
第
測
章
「
国
家
と
民
主
主
義
の
現
在
」
、
第
即

章
「
開
発
と
民
主
主
義
は
両
立
可
能
か
」
、
第
罰
章
「
政
治
社
会
の

構
造
変
化
ー
イ
ン
タ
レ
ス
ト
社
会
か
ら
二
ー
ズ
社
会
へ
ー
」
、
第
皿

章
「
文
化
政
治
論
へ
の
構
想
」
、
そ
し
て
第
㎜
章
「
民
族
再
考
ー
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
学
序
説
1
」
は
、
い
ず
れ
も
現
代
政
治
学
に
お

い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
分
析
概
念
や
理
論
を
活
用
し
つ
つ
も
、
政
治

や
国
家
を
支
え
る
「
人
間
の
噴
出
」
、
人
間
の
生
活
原
理
、
人
間
的

二
ー
ズ
や
社
会
変
動
が
求
め
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
呼
応
し
て
、

現
代
政
治
学
を
再
構
想
し
て
い
こ
う
と
す
る
論
者
の
知
的
想
像
力
、

構
想
力
に
あ
ふ
れ
た
意
欲
的
な
論
文
（
い
ず
れ
も
一
九
八
○
年
代
前

半
）
で
あ
る
。

　
「
未
来
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
方
向
喪
失
感
は
、
何
よ
り
も
ま
ず

歴
史
的
な
自
己
認
識
の
喪
失
、
自
己
の
歴
史
的
な
所
在
を
知
る
能
力

の
欠
如
を
示
す
。
…
…
わ
れ
わ
れ
自
身
は
歴
史
的
空
白
の
な
か
に
行

方
も
知
ら
ず
漂
流
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
R
・
L
・
ハ
イ

ル
ブ
ロ
ー
ナ
（
『
歴
史
と
し
て
の
未
来
』
）
の
言
葉
を
受
け
て
、
民
主

主
義
の
形
式
的
合
理
化
に
抗
し
て
論
者
は
「
人
間
の
ト
ー
タ
リ
テ
ィ

の
回
復
」
、
「
人
間
に
お
け
る
差
異
の
寛
容
」
、
国
民
国
家
に
お
け
る

「
国
家
と
人
間
の
乖
離
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題
領
域
に
立
っ
て
戦

後
世
界
の
政
治
の
方
向
性
を
問
い
か
け
る
。

　
戦
後
政
治
を
支
え
て
き
た
国
家
民
主
主
義
論
、
国
民
国
家
論
、
国

民
文
化
論
、
開
発
（
至
上
）
主
義
、
産
業
社
会
論
、
民
族
主
義
論
等

を
批
判
的
に
検
討
し
て
、
参
加
民
主
主
義
、
人
間
の
存
在
と
生
活
を

優
先
す
る
現
代
世
界
、
人
問
の
生
存
・
健
康
・
福
祉
・
自
由
・
人
権

と
い
っ
た
〈
人
間
の
基
本
二
ー
ズ
〉
、
多
元
社
会
、
個
別
文
化
の
政

治
的
意
味
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
現
在
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
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（
統
治
）
政
治
を
越
え
て
、
戦
後
世
界
に
お
け
る
今
後
の
参
加
政
治

の
方
向
性
、
政
治
社
会
の
構
造
変
化
を
思
索
し
模
索
し
続
け
る
論
考

で
も
あ
る
。

　
「
沖
縄
の
友
へ
の
手
紙
ー
「
ま
え
が
き
」
に
代
え
て
ー
」
を
冒
頭

に
寄
せ
た
論
文
集
『
政
治
と
政
治
学
の
あ
い
だ
』
は
、
「
海
軍
軍
人

を
父
に
も
っ
た
私
た
ち
兄
弟
」
、
「
太
平
洋
戦
争
、
そ
し
て
／
あ
る
い

は
十
五
年
戦
争
に
状
況
追
随
に
よ
る
参
加
を
し
た
一
員
」
と
い
う
戦

中
・
戦
後
史
の
論
者
自
ら
の
自
分
史
を
語
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
、

沖
縄
、
戦
後
学
徒
、
原
爆
、
在
日
朝
鮮
人
、
ア
イ
ヌ
人
、
被
差
別
部

落
、
水
俣
、
三
里
塚
、
産
業
社
会
に
お
け
る
人
間
と
価
値
、
技
術
変

化
と
民
主
主
義
、
政
治
の
分
化
、
分
権
と
の
か
か
わ
り
な
ど
戦
後
日

本
に
お
け
る
政
治
状
況
に
照
ら
し
て
、
人
間
と
政
治
、
政
治
と
政
治

学
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
現
代
政
治
学
の
回
転
を
め
ぐ
っ
て
、
論
者
は
政
治
学
に
お

け
る
一
方
的
な
科
学
性
の
追
求
、
科
学
的
手
法
へ
の
没
頭
や
体
制
民

主
主
義
化
の
動
き
を
批
判
し
て
、
「
現
代
政
治
学
に
た
と
え
一
部
分

で
あ
ろ
う
と
も
加
担
し
て
突
っ
走
っ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が

は
た
し
て
人
間
の
生
に
た
い
し
て
重
大
な
意
味
を
も
っ
た
か
と
い
う

点
で
、
伝
統
的
政
治
学
に
お
け
る
思
惟
を
否
定
し
う
る
か
と
自
間
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
『
政
治
と
政
治
学
の

あ
い
だ
』
二
二
－
二
三
頁
）
と
自
己
省
察
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
が

人
間
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
政
治
と
政
治
学
の
あ
り
方
、
「
否
定
の

精
神
と
し
て
の
民
主
主
義
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
か
け
を
し
て
い

る
。
論
者
の
果
て
な
い
政
治
学
へ
の
学
問
的
な
闘
い
が
そ
こ
に
刻
み

込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
　
本
論
文
の
評
価

　
こ
の
二
つ
の
論
集
は
、
論
者
が
「
あ
と
が
き
」
に
「
政
治
が
何
と

か
少
し
で
も
よ
く
な
ろ
う
、
な
り
た
い
と
思
う
か
ぎ
り
で
の
格
闘
で

あ
る
か
ぎ
り
、
私
は
政
治
学
者
で
あ
り
た
い
と
心
か
ら
思
う
」

（
『
考
』
五
三
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
私
の
自
分
史
の
｝

部
」
（
五
三
六
頁
）
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
政
治
学
者

と
し
て
の
論
者
が
戦
後
政
治
に
お
け
る
国
民
国
家
民
主
主
義
の
進
展

過
程
で
い
ち
早
く
現
代
政
治
学
の
動
向
を
切
り
開
き
つ
つ
も
、
戦
後

世
界
の
政
治
・
社
会
に
お
け
る
構
造
的
な
変
動
の
も
と
で
の
「
人
間

の
噴
出
」
、
人
間
に
よ
る
「
意
味
の
あ
る
領
域
拡
大
の
要
求
」
、
参
加

民
主
主
義
、
「
否
定
の
精
神
と
し
て
の
民
主
主
義
」
な
ど
を
新
た
な

基
軸
と
し
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
求
め
て
、
価
値
を
め
ぐ
る
根
源
的

な
問
い
か
け
を
発
想
し
て
現
代
政
治
学
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
ひ

と
り
の
政
治
学
者
の
格
闘
の
軌
跡
が
本
論
文
に
は
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
を
積
極
的
に
評
価
す
る
点
と
し
て
以
下
の

こ
と
を
挙
げ
た
い
。
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①
論
者
が
『
政
治
発
展
の
理
論
と
構
造
』
（
未
来
社
）
、
『
第
三
世

界
と
現
代
政
治
学
』
（
れ
ん
が
書
房
新
社
）
、
『
政
治
文
化
と
政
治
変

動
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
、
『
政
治
学
に
お
け
る
現
代
』
（
三
一
書

房
）
、
『
民
族
の
基
層
』
（
三
嶺
書
房
）
、
訳
書
の
S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ

ト
『
政
治
の
な
か
の
人
間
』
（
創
元
新
社
）
、
D
・
E
・
ア
プ
タ
ー

『
近
代
化
の
政
治
学
』
（
未
来
社
）
等
々
に
み
る
よ
う
に
彪
大
な
著

作
・
訳
書
を
公
刊
し
て
き
た
足
跡
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
後
日

本
の
政
治
学
界
に
お
け
る
現
代
政
治
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
確
か
な
方

向
感
覚
を
備
え
た
旗
手
の
ひ
と
り
と
し
て
論
者
の
学
問
活
動
と
業
績

は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
本
論
文
に
も
凝
縮

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
絶
え
間
な
い
学
問
的
な
営
み
は
後
学
の
徒
に
示

唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
⑭
本
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
比
較
政
治
の
方
法
に
関
す
る

研
究
」
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
比
較
（
政
治
）
研
究
は
ま
さ
に

政
治
学
そ
の
も
の
に
な
り
う
る
」
と
い
う
鋭
い
間
題
意
識
か
ら
現
代

政
治
学
の
な
か
に
従
来
の
比
較
政
治
機
構
論
的
な
比
較
政
治
学
か
ら
、

よ
り
動
態
的
に
人
間
生
活
原
理
と
市
民
参
加
に
基
礎
を
お
い
た
政
治

体
系
に
お
け
る
新
し
い
能
力
獲
得
過
程
と
し
て
の
政
治
変
動
と
い
う

視
点
か
ら
比
較
政
治
研
究
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
は
、
卓

越
し
た
構
想
で
あ
る
。

　
⑥
本
論
文
は
い
ま
だ
完
結
し
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
が
、
現

代
政
治
学
を
志
向
し
つ
つ
も
、
比
較
政
治
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
歴

史
的
政
治
理
論
、
規
範
的
政
治
理
論
、
経
験
的
政
治
理
論
な
ど
、
伝

統
的
な
政
治
学
と
の
総
合
化
や
科
学
的
政
治
学
の
相
対
化
の
必
要
を

示
唆
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
興
味
深
い
。
ま
た
、
論
者
は
、
現
代
政
治

学
の
最
前
線
の
知
の
動
向
に
目
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
現
代
政
治
学
へ

の
批
判
的
視
点
を
失
わ
ず
、
現
代
政
治
学
を
よ
り
広
い
社
会
科
学
・

人
文
科
学
の
中
で
と
ら
え
直
す
試
み
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

論
者
の
挑
戦
的
な
知
の
試
み
が
刻
み
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
㈲
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く
歴
史
的
社
会
的
状
況
、
政
治
状
況
に
お

け
る
新
た
な
問
題
状
況
に
対
し
て
、
論
者
は
絶
え
て
倦
む
こ
と
の
な

い
鋭
敏
な
感
覚
、
感
受
性
を
持
ち
、
そ
し
て
感
受
概
念
を
創
出
し
て

い
く
姿
勢
に
も
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
翻
っ
て
、
本
論
を
通
じ
て
、
強
い
て
気
に
な
る
諸
点
を
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
比
較
政
治
研
究
の
重
要
性
と
い
う
問
題
提
起
が
一
貫
し
て

い
る
の
に
対
し
て
比
較
政
治
研
究
の
方
法
論
的
考
察
が
も
っ
と
深
め

ら
れ
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
新
し
い
政
治
状
況
を
切
り
拓
く

価
値
志
向
性
の
経
験
的
、
歴
史
的
検
証
や
考
察
に
つ
い
て
も
も
う
少

し
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
論
者
の
独
特
の
文
章
表

現
や
用
語
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
と
も
に
一
般
に
は
少
々
読
み
と
り

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
論
文
の
展
開
や
主
張
を
少
し
も
損
な
う
も
の
で

182



は
な
く
、
む
し
ろ
後
学
の
徒
に
残
さ
れ
た
課
題
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
四
結
論

　
こ
の
度
内
山
秀
夫
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
の
審
査
の

結
論
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
審
査
員
は
、
内
山
秀
夫
君
に
博
士
（
法
学
、

慶
応
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断

す
る
。

　
平
成
十
一
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
主
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
合
　
隆
男

　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
科
委
員
　
社
会
学
博
士

　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
副
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
科
委
員
　
法
学
博
士

　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

　
　
　
副
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
　
満

　
　
　
　
　
　
政
治
学
研
究
科
委
員

特別記事
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